
クワシントメタマノ`二の発生生態

(蚕試 :帥

1.背 景とねらい

異常冷夏年等に多発するクワシントメタマバエの防除適期予測を目的として、本種の

年間発生消長、老熱幼虫から成虫までの発育速度および第1世代幼虫の初発時期と気象

との関係等の発生生態に関する調査を実施し、いくつかの知見が得られたので、発生予

測および防除上の参考に供する。

2.技 術内容

(1)幼虫の年間発生消長調査に基づいて、春切りおよび夏切り桑園におけるクワシント

メタマパエの生活史モデルを作成した (図1)。

(2)老熟幼虫から成虫までの発育速度は、18℃から27℃の間では、保護温度と正の高い      |

相関パ認められた。

(3)6月30日を基準日とすると、第1世代幼虫の初発時期(Z)は、6月 21日から30日まで     |

の10日間の (平均気温-10。5℃)の 積算値xと、6月 11日から25日までの15日間の降

水量yを変数とする予測式 Zキー0。409x+0。 100yキ45.529 (r=0。 996)で 算      |

出された。

この予測式より算出した値から、幼虫期間3日、卯期間4日 および成虫期間3日の

合計10日を減じた値は越冬世代成虫の初発時期、すなわち、薬剤の地表面散布適期で

ある。

(4)昭和63年は、7～ 8月の低温多雨により、県下各地の桑園でクワシントメタマパニ

が多発した。その中で、畦間をロータリー耕絃し、難草を除去した桑園では発生が少

なく、耕極的防除法の重要性が示唆された。

3.指 導上の留意事項

(1)予測式を導くにあたって、次の点に留意すること。

①予測範囲は統計資料の変動範囲に限る。

②変動量職 な場合は除外する。

(2)防除適期は、気象経過によって変動するので、蚕糸情報 (クワシントメタマパエ発

生情報)に 注意するとともに、現地圃場の発生状況をよく観祭すること。
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図 1 ク ワシントメタマバエの生活史のモデルと実際の老熟幼虫捕捉時lUl

(図中のLは 幼虫、Pは姉、Aは 成虫、Eは 卵を示す)

表1 第 1世 代幼虫の初発時期の予測式
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